
高岡テクノドームの機能の拡充等について
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富山県



（１）設置経緯

・ S60 地元経済界の要望により、展示施設計画が高岡市総合計画に

盛り込まれる。

・ S62 県が「とやま産業活性化基盤整備構想」を策定し、産業創造

センターの建設計画を発表

高岡市が県に「文化・産業デザインや大規模な展示を併せ持つ

産業基盤施設」の高岡市への設置を要望

（２）竣 工 平成３年２月

（３）建設費 約32億円

（４）運 営 一般財団法人富山県産業創造センター

（５）施設内容
敷地面積 38,400㎡ 建物延床面積7,080㎡

① 大展示場 3,050㎡

② 屋外展示場 1,000㎡（駐車場としても使用）

③ インキュベータ室 １０室（５１㎡：９室、４８㎡：１室）

④ 会議室 ２室（１４４㎡：１室、５２㎡：１室）、主催者室２室

⑤ その他（応接室、交流サロン、自動販売機コーナー等）

⑥ 駐車場 1,000台（屋外展示場と重複あり）

（６）経営状況（H30決算・事業活動収支）

収入 107.0百万円 － 支出 89.2百万円＝ 17.8百万円

１ 高岡テクノドームについて

＜施設概要＞

平成3年（1991年）に県、高岡市、地元経済界が中心となり設置
展示会等の開催や研究開発型企業の育成による産業の創出などを
通じて、県西部地域を中心に経済の活性化に寄与
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２-① 高岡テクノドームの利用状況

① 大展示場の利用率（利用日数/開館日数）の推移
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近年、土日の利用は、

90％前後で推移

(%)

(年度)

（参考）入館者数の推移② 大展示場利用の催事種類別件数の推移 (件)

(人)

近年、平日を含む利用は、

60％前後で推移

住宅設備、
家具・電化製品、
自動車関係が
多い傾向

H25 291,217

H26 320,416

H27 277,810

H28 279,837

H29 300,523

H30 307,621

R1 226,453

※R１は12月まで
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R１(見込)

総合（ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ等） 1 2 3 3 1 2 1

会議・集会・試験等 13 11 14 6 10 9 12

建設・住宅設備機器 7 9 8 11 9 9 9

家具・建具・電化製品・インテリア 11 9 6 7 10 11 12

各種産業機械・技術（農業機械含む） 3 3 2 4 4 2 3

自動車 7 7 6 8 13 11 12

趣味・娯楽・文化・スポーツ 2 3 3 2 2 2 2

食品・農産物 2 2 8 9 8 5 3

骨董・美術品・呉服・宝飾 8 6 5 4 6 8 6

その他 1 1 - - - - -

計 55 53 55 54 63 59 60



２-② 高岡テクノドームの利用状況

■例年同時期に開催されている土日イベント例

＜大展示場の利用例（今年度）＞

※３か年(H29～R1）同時期開催の催事を記載

４月：住宅設備、自動車
５月：骨董、呉服、住宅設備
６月：家電、農業機械
７月：仏具、家具

８月：家具、花卉
９月：家具、自動車
10月：住宅設備、家電
11月：家電、農産物

12月：家具、雑貨
1月：自動車
2月：自動車、住宅設備、家具
3月：自動車、住宅設備

・定期的な利用は、催事
の安定確保に寄与
・一方で、土日の催事が
固定的になっている面が見
られ、新規イベントが入り
づらい状況
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は当年度新規催事

月 利用内容

家具展示即売会

住宅設備機器、産業機器等展示会

産業機器展示会

ライオンズクラブ年次大会

中古車展示即売会

家具・骨董展示即売会

呉服展示即売会

住宅・住宅設備機器展示会

家電製品展示会

農機具展示会

家電製品展示会

外食産業商品展示販売・商談会

家具展示即売会

仏具展示販売

新車中古車展示販売

家具展示即売会

住宅・住宅設備機器展示会

中古車展示即売会

就職説明会
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月 利用内容

家具展示即売会

就職説明会（シニア向け）

雑貨展示即売会

中古車展示即売会

中古車展示即売会

住宅・住宅設備機器展示会

中古車展示即売会

新車中古車展示販売

中古車展示即売会

住宅・住宅設備機器展示会

家具展示即売会

住宅・住宅設備機器展示会

企業説明会・就職面接会

住宅・住宅設備機器展示会

大学、短大、専門学校、企業説明会

中古車展示即売会

興行（プロレス）

家具展示即売会

中古車展示即売会
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12

1

2

月 利用内容

鉄道模型展示

お盆用花卉即売会

家具展示即売会

就職説明会

米寿のつどい

中古車展示即売会

家具展示即売会

中古車展示即売会

就職説明会（障害者向け）

eスポーツ対戦会・体験会、5Ｇ技術体験会

興行（プロレス）

ペット展示即売会

屋外・溶接講習会・展示会

骨董品展示即売会

建設機械展示会

ガス機器等展示会

家電製品展示会

家具・骨董展示即売会

呉服展示即売会

就職説明会（一般者向け）

農産物展示即売会（たかおか食彩フェア）

家電製品展示会
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３ 高岡テクノドーム周辺地域の環境の変化

高岡テクノドーム

ｄ

2015(H27).3
北陸新幹線（長野・金沢間）開業

2022(R4)年度末予定
北陸新幹線（金沢・敦賀間）開業

2030(R12)年度末頃
北陸新幹線（敦賀・大阪間）開業 2019(R1).9

増床リニューアルオープン
北陸最大級の専門店
約200店舗（増床前から＋約70店舗）
年間集客数（見込）
900万人（増床前から＋200万人）

2015(H27).3
北陸自動車道
高岡砺波スマートIC開通

能越自動車道
高岡IC

整備中～R5頃まで
高岡環状線（3期整備）
暫定2車線高架化

高岡テクノドーム周辺は、新高岡駅に近接していることに加え、道路網整備による県内外から
のアクセス向上、隣接大型ショッピングセンターの増床など周辺の立地環境の魅力が向上
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ｄ
・新高岡駅から徒歩約10分
・高岡砺波ｽﾏｰﾄIC、高岡IC
から車で約10分

高岡スポーツコア

おとぎの森公園



４ 様々なニーズへの対応

・産業展示や商談会のみならず、親子連れをターゲットとしたイベントや、５Gなど新たな技術を
活用したイベントなども開催

・平成26～27年度には、北陸新幹線開業
による新たなコンベンション等に対応した
機能向上を図るため、設備を充実

（イベント例）

・音響設備（可搬式６連式スピーカー）
・300インチの大規模スクリーン、
プロジェクター
・Wi-Fi設備 等

ガンダムワールド2018
in高岡

2018.
4.28～5.6開催

鉄道ﾌｪｽﾀ2019
in高岡ﾃｸﾉﾄﾞｰﾑ

2019.
8.3～8.11開催

2019.
9.28～9.29開催

Toyama 
Gamers
Day(ﾄﾔﾏ ｹﾞｰﾏｰｽﾞ

ﾃﾞｲ) 2019
/5G Coliseum                    
(ｺﾛｼｱﾑ)

新たなニーズの声

・大規模会議に対応できる客席
の整備

・５Gの設備
など

常時5Gの設備があれば
高岡テクノドームの売り
になる

1,000人規模でフラットなホールに
椅子を並べると後ろが見えづらい。
ひな壇のような客席があると良い
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５-① 高岡テクノドーム機能の拡充等に向けた検討について

・ファミリー向けイベントや県外からの誘客に繋
がるイベント開催等のニーズ増大
・交流人口の増加など、県西部地域の
活性化に資する拠点として大きな可能性

県民に親しまれ、経済界などのニーズに
対応可能な魅力ある拠点施設となるよう
展示・集客・交流機能の充実を検討

＜基本的考え方＞

（１）展示に係る施設・機能の拡充

検
討
の
視
点
例

①展示会などの新たなイベントや大規模イベントなどを更に呼び込むためのキャパシティ確保
②多人数の会議や各種イベントなど、幅広く受け入れが可能で、内容に応じて柔軟にレイアウトが変更
可能となるなど、使いやすさの向上
③５G等の最先端技術の活用や音響・映像設備の充実

検
討
の
た
た
き
台 移動式間仕切（テクノホール）

※展示会、商談会、セミナー、
レセプションなど複合催事に対応が可能

・可動式客席や移動式間仕切り等の導入
・5Gの大容量通信等の特性を
活かす高精細映像装置の導入

可動式客席（サンフォルテ） 2019.9/28-29 5G Coliseum
５Gを活用したeスポーツ大会 7

高精細・高臨場のパブリックビューイングや、eスポー
ツ大会など

〇展示施設の拡張 → 別館の整備

周辺の立地環境の変化等を踏まえ、



５-② 高岡テクノドーム機能の拡充等に向けた検討について

（２）集客・交流に係る施設・機能の拡充

検
討
の
視
点
例

① ショッピングモールの拡張など、近隣の集客環境を踏まえ、県民に親しまれる施設として、ビジネス
ユースのみならず、平日含め、若者や親子連れが集い、交流できる機能を備えるなどの工夫
② 県西部を中心とした本県産業を県内外に発信するとともに、将来世代につなぐ機能
③ 北陸新幹線の延伸等による交流人口の増加を見据え、県西部地域の活性化に資する
拠点としての機能

検
討
の
た
た
き
台

・若者や親子などが気軽に集い・楽しみ、産業や技術を学べる場 ・ものづくりのギャラリーや体験が
可能な場
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５-③ 高岡テクノドーム機能の拡充等に向けた検討について

（３）設置場所

・機能の拡充等を行う場所は、現在の駐車場
敷地の活用が考えられる。
・その際には、駐車台数の確保のほか、配置場
所など不便とならないよう配慮が必要

2022（R４）年度末北陸新幹線敦賀開業
までに事業完了となるよう対応を進める
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（５）その他

検討会の予定
第２回：２月下旬頃
第３回：３月～４月頃

（４）整備スケジュール


